
          

 

２００７年９月１８日 

ＫＤＤＩ株式会社 

インテル コーポレーション 

東日本旅客鉄道株式会社 

京セラ株式会社 

株式会社大和証券グループ本社 

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 

ワイヤレスブロードバンド企画株式会社 

 

モバイルＷｉＭＡＸ事業企画会社の設立について 
 

ＫＤＤＩ株式会社（代表者：代表取締役社長兼会長、小野寺 正、以下「ＫＤＤＩ」）、インテル 

コーポレーション（代表者：社長 兼 ＣＥＯ、ポール・オッテリーニ、以下「インテル」）、東日本 

旅客鉄道株式会社（代表者：代表取締役社長、清野 智、以下「ＪＲ東日本」）、京セラ株式 

会社（代表者：代表取締役社長、川村 誠、以下「京セラ」）、株式会社大和証券グループ本社

（代表者：代表執行役社長、鈴木 茂晴、以下「大和証券グループ本社」）及び株式会社三菱

東京ＵＦＪ銀行（代表者：頭取、畔柳 信雄、以下「三菱東京ＵＦＪ銀行」）は、本日、モバイル 

ＷｉＭＡＸ技術を用いた２．５ＧＨｚ広帯域移動無線アクセスシステム（以下「ＢＷＡ」）の特定 

基地局開設計画の認定（以下「事業免許」）取得を目的に設立した｢ワイヤレスブロードバンド

企画株式会社｣（以下「新会社」）への出資及び事業免許付与後のワイヤレスブロードバンド

事業運営において協力することに合意しました。 

新会社は、この合意に則り、事業免許を申請し、免許が付与され次第、出資各社の強みを

最大限活用し、早期にワイヤレスブロードバンド事業の開始を目指します。 

 

ＫＤＤＩは、他社に先駆けて、２００３年よりモバイルＷｉＭＡＸ技術に着目し、ＩＥＥＥ（米国電気

電子学会）、ＷｉＭＡＸフォーラムでの国際標準化に貢献（別紙１）するとともに、２００６年には実用

化を目指した国内で初の実証実験（別紙２） を大阪市で実施しました。また、通信インフラの   

構築・運用保守など長年培った技術力・ノウハウも有しており、これらの経営資源を新会社に

継承し、新会社の事業運営上の強みとしてまいります。 

インテルは、モバイルＷｉＭＡＸの世界的な普及と対応機器の開発を推進するリーダー   

シップを活かし、グローバルな規模で、モバイルＷｉＭＡＸ市場の創出を牽引しています。   

さらにインテルは、同社の戦略投資部門であるインテル キャピタルを通じて新会社に出資 

する計画です。インテル キャピタルは、世界各国でこれまでにも重要なモバイルＷｉＭＡＸ  

案件に対して投資を行っています。 

ＪＲ東日本は、自社インフラとして約７，５００キロに及ぶ鉄道網に、約１，７００ヶ所の生活

拠点としての駅、更に１日約１，６００万人という世界一のご利用客があるなど、首都圏を中心

として幅広い顧客基盤を有しています。 



          

 

 

加えて、新会社は、京セラ、大和証券グループ本社、三菱東京ＵＦＪ銀行から出資を受ける 

ことにより、モバイルＷｉＭＡＸネットワークを早期に構築するための安定的な財務基盤を確立し

ます。 

 

 

このように、新会社は、モバイルＷｉＭＡＸ及び通信事業に関する技術力・ノウハウ、    

ワイヤレスブロードバンド市場への迅速な展開力、国際ローミングなどグローバルな展開力、

安定した経営基盤などを合わせ持ちます。 

事業免許が付与され次第、早期にワイヤレスブロードバンド事業を開始し、ＭＶＮＯとの 

連携を強化し新たな市場を創出・拡大させ、お客様が多様なブロードバンドサービスをご利用

頂けるよう事業を推進します。 

これにより、日本の国際競争力を高めるとともに、情報通信市場のさらなる発展と活性化

に寄与し、経済・社会の発展に十分貢献することを目指します。 

 

 

新会社の概要は以下のとおりです。 
 

＜会社概要＞ 

社名 ワイヤレスブロードバンド企画株式会社 

本店所在地 東京都千代田区飯田橋３－１０－１０ 

資本金＊１ ８億５，０００万円 

株主＊２ 

ＫＤＤＩ（３２．２６％） 

インテル キャピタル（１７．６５％） 

ＪＲ東日本（１７．６５％） 

京セラ（１７．６５％） 

大和証券グループ本社（９．８％） 

三菱東京ＵＦＪ銀行（５％） 

増資完了予定日 ２００７年９月２７日＊３＊４ 

代表取締役社長 田中 孝司（ＫＤＤＩ） 

＊１ 本日時点では、２億７，４２０万円です。 

＊２ 本日時点では、ＫＤＤＩが１００％保有しております。 

＊３ 会社設立日は、２００７年８月２９日になります。 

＊４ 事業免許取得後、更に増資を行う予定です。 

 

以  上 

 



ＷｉＭＡＸフォーラムにおける標準化の取り組み 
 

 

ＫＤＤＩは、２００１年にＷｉＭＡＸ技術の固定通信利用を目的に設立されたＷｉＭＡＸフォーラム

に、２００５年から同技術のモバイル適用を推進するために参加し、スプリント ネクステルを   

はじめ、各国の通信事業者と連携してモバイルＷｉＭＡＸの実現に貢献してきました。 

 

今日、ＷｉＭＡＸフォーラムは通信機器ベンダー、通信事業者など５００社に上る企業が参加し、

国際的に影響力の大きい標準化団体となりました。 

そうした中、２００６年７月、ＫＤＤＩのそれまでの積極的な標準化活動が評価され、ＫＤＤＩ執行

役員の冲中秀夫が、日本の通信事業者として唯一 、フォーラムのボードメンバーに選出     

されました 。それ以降 、従来の技 術的活動に加え、 ボードメンバー１５社の一員として、       

フォーラムの意思決定に参加し、ＷｉＭＡＸのグローバルな普及促進・発展に貢献しています。 

 

ＫＤＤＩは、国内のＷｉＭＡＸ技術発展に向けた活動も積極的に進めてきました。例えば、   

ＷｉＭＡＸ規格に則り世界中で製造される端末が、日本でも自由に利用可能となるよう、日本  

国内の無線規格をＷｉＭＡＸ規格に反映するフォーラム活動をリードし、これを成し遂げるなど、

国内の通信産業の発展にも貢献しています。 

 

ま た 、 Ｗ ｉ Ｍ Ａ Ｘ フ ォー ラ ム の 標 準 化仕 様 を定 め る ＩＥ Ｅ Ｅ８ ０２ ． １６ 委 員 会 で は 、          

ＩＥＥＥ８０２．１６ｅの拡張技術として標準化を進めるＲｅｌａｙ Ｔａｓｋ  Ｇｒｏｕｐにおいて、日本の  

通信事業者で初めて、ＩＥＥＥ-８０２．１６ＴＧ議長にＫＤＤＩ研究所の野原光夫が就任して、        

ＩＥＥＥ委員会での標準化においても貢献をしています。 

 

【ＷｉＭＡＸフォーラム】 

正式名称「Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ ｆｏｒ Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ Ａｃｃｅｓｓ Ｆｏｒｕｍ」 

 

２００１年インテルなどが中心となり、ＩＥＥＥ(米国電気電子学会)で承認された技術を採用

し、世界規模の普及活動や技術的議論と仕様策定活動を行うために設立。ＷｉＭＡＸ実装

仕様に対応した各社通信機器の互換性と相互運用性をテストし認証を与える非営利法人。

現在、参加する会員企業は、５００社に上る。 

 

【ＩＥＥＥ委員会】 

正式名称「Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ ｏｆ Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ ａｎｄ Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ」 

 

電気・電子分野における世界最大の学会。１９６３年にＡＩＥＥ(Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ ｏｆ  

Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ  Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ：米国電気学会)とＩＲＥ(Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ ｏｆ Ｒａｄｉｏ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ：無線  

学会)が合併して発足。 

本部はニューヨーク。会員は、世界１５０カ国に３８万人以上。 

エレクトロニクスに関する学会の開催、論文誌の発行、専門委員会による技術標準化  

活動を実施。主な国際標準としては、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）のほかにＩＥＥＥ８０２．３

（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）、ＩＥＥＥ８０２．１１(無線ＬＡＮ)等の規格がある。 

別紙１ 



  

 

 

 

設立 ： ２００１年 

目的 ： 広帯域無線アクセス網の普及促進、適合性・相互接続性の確認を行う   

非営利団体。 

参加者 ： 約５００社 (通信事業者・機器/部品メーカ・システムインテグレータ)  

 

ボード ： １５社 

Ａｉｒｓｐａｎ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ，Ａｌｃａｔｅｌ-Ｌｕｃｅｎｔ，Ａｌｖａｒｉｏｎ，Ａｐｅｒｔｏ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ，          

ＡＴ＆ Ｔ，ＢＴ，Ｆ ｕｊ ｉｔｓ ｕ，Intel，KDDI， ＫＴ， Ｍｏｔｏｒｏ ｌａ， Ｎｏｋｉａ，       

Ｓａｍｓｕｎｇ，ＳｐｒｉｎｔＮｅｘｔｅｌ，ＺＴＥ         (下線は通信事業者)  

 

その他 ：２００６年７月より、日本における推進リーダーとして、ＫＤＤＩから冲中執行 

         役員がボードメンバーに就任 

WiMAX Forum (Worldwide Interoperability for Microwave Access Forum) 

ＷｉＭＡＸフォーラムの概要 

上位レイヤ 

下位レイヤ 

実装仕様 標準仕様 

ＷｉＭＡＸフォーラム 

IEEE802委員会  
ＷＧ１６  

ＷｉＭＡＸ標準化関係図 

･Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ ＷＧ 
･Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ ＷＧ 
･Ｇｌｏｂａｌ Ｒｏａｍｉｎｇ ＷＧ 
･Ｎｅｔｗｏｒｋ ＷＧ 
･Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｐｒｏｖｉｄｅｒ ＷＧ 

 
･Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ ＷＧ 
･Ｃｅｒｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ ＷＧ 
･Ｒｅｇｕｌａｔｏｒｙ ＷＧ 

他標準化団体 

【国際】 
ＩＴＵ－Ｒ 

【欧州】 
ＥＴＳＩ ＢＲＡＮ 

【韓国】 
ＴＴＡ 

【日本】 
ＡＲＩＢ 



モバイルＷｉＭＡＸの実証実験概要 

 

ＫＤＤＩは、国内で初めて、ＩＥＥＥ８０２ .１６ｅ標準に準拠したモバイルＷｉＭＡＸの実験    

システムを開発し、２００５年５月から大阪市中心部において、同システムの性能評価などを

目的とした実証実験を実施しました。 

 

本実験では、それまで未知数であったモバイルＷｉＭＡＸシステムの移動環境における  

実効的な通信速度、基地局間の高速ハンドオーバなどの基本的な性能や機能の評価を行い、  

モバイルＷｉＭＡＸが市街地環境でも実用性が高いことを確認するとともに、２００６年２月には、

この成果を国内外の電気通信関係者、学術関係者、報道関係者に公開しました。 

２００６年の後半には、複数の端末を同時に利用した際の性能や、周波数効率を高める 

マルチアンテナ（注）などの検証を進めるとともに、広帯域無線通信で課題とされる、送信機の

歪み特性の改善と効率化に取り組み、世界最高の電力効率（総合電力効率３０％)を達成 

することで、基地局設備の小型化・省電力化を図りました。 

 

ＫＤＤＩは、このように、他社に先行して技術開発を行って実験情報を公開し、国内における

モ バ イ ル Ｗ ｉ Ｍ Ａ Ｘ に対 す る 関 心 や ベン ダー 各 社 の 開 発 意 欲 を高 め る ととも に、          

ＩＥＥＥ８０２．１６ｅ標準化やＷｉＭＡＸフォーラムでの実装仕様の提案活動に、実験結果を   

積極的にフィードバックすることによって、モバイル ＷｉＭＡＸの技術開発や発展に大きな貢

献を果たしています。 

 

（注）マルチアンテナ技術 

複数のアンテナを用いて、無線伝送速度を安定化又は倍化する MIMO（Multi Input Multi Output）技術のほか、複数の    

アンテナアレーを組み合わせて希望する方位に電波のビームを向けるビームフォ ーミング技術と、同技術を利用した空間多重

技術。 

 

別紙２ 


